
　DPI（障害者インターナショナル）日本会議は、1986年の結成以降、障害当事者が主体となり、国内外においてすべての障害者の権利確立と、自立した個人としての生活を保障する社会を創ることを目標として、制度・政策に対する提言等の活動と国際交流を積極的に展開しています。

　DPI日本会議は、毎年、全国の都市を持ち回りで、その地域の障害当事者等の仲間や自治体の協力や支援を得ながら、全国集会を開催しています。本年は「そうだ！京都へ行こう！誰も取り残さないインクルーシブな社会へ」というテーマを掲げ、6月3日、4日に第33回DPI日本会議全国集会in京都を開催することになりました。目下、DPI日本会議と地元の京都実行委員会において準備を進めております。

　私たちの目標である「インクルーシブな社会」の実現が、今ほど切実感を持って求められている時はありません。昨年7月26日未明に発生した相模原市津久井やまゆり園での殺傷事件では、19名の尊い命が奪われ、26名が重軽傷を負いました。戦後最悪の大量殺人事件の犠牲者が障害を持つ人たちであったことは、社会に、とりわけ私たち当事者に計り知れない衝撃を与えました。
　厚労省の「相模原市の障害者支援施設における事件の検証及び再発防止策検討チーム」の報告書では、措置入院の強化の必要性が強調されていますが、排除・隔離ではなく、社会から抹消された多くの命を決して忘れてはいけません。多様性こそが尊重されるインクルーシブ社会の実現に、これまで以上に真剣に取り組んでいくことを確認する集会としなければなりません。そのような基本的な認識を基に、「相模原事件が問いかける優生思想」の特別分科会を始め、地域生活、教育、労働、障害女性、情報保障・コミュニケーションの分科会を準備中です。

　さらには、今年度は特に今後の国内法の制定や改正の基礎となる「障害者基本法の改正」についても議論を深め、機運を盛り上げていきたいと思います。

　国内外では排外主義や差別の動きが心配される今日ですが、障害者権利条約に一歩ずつ確実に近づいていけるよう、古都の悠久の歴史の懐から、インクルーシブ社会の新たな歴史を作ってまいりましょう。京都大会で多くの仲間や支援者の皆さんと集い、学びを深めていくことを楽しみにしております。初夏の京都でお会いしましょう！
第33回DPI日本会議全国集会in京都開催趣意書　
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